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紐
育
、
倫
敦
雨
資
本
市
場

の
争
覇

-ti: 

本

f主

腔
界
大
職
が
生
ん
だ
闘
際
組
謝
上
白
健
化
は
、
各
方
圃
に
趨
具
し

た
山
で
あ
る
が
、
就
中
、
岡
際
世
本
市
場
ほ
E
大
な
る
艶
牝
を
且
耳
目

た
も
の
は
捕
か
ら
う
。
職
前
輪
較
は
、
岡
際
金
融
山
中
心
市
場
と
し

て
、
闘
際
資
本
市
場
山
上
に
も
、
柑
問
た
る
制
御
を
掛
っ
て
ゐ
た

が
、
大
軸
山
大
打
離
を
曇
吋
て
、
北
砂
力
亦
世

H
山
卿
な
事
に
反

L
、
制
宵
貫
本
市
地

u、
大
職
M
車
問
断
的
に
大
な
る
掛
動
量
権
た

し
、
遣
に
倫
牧
市
場
を
腿
ぜ
ん
と
す
る
山
盛
況
.
て
あ
る
。
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路
上
に
捷
或
せ
ら
れ
て
ゐ
る
、
ロ
G
p
d
m
匂凡同】古『明】庁ヨヨ町四

-
Z
W
4喝

J

『。岳
ω
2
3
ι

「。ロ
ι
。ロ
ω

同戸百日
ν
『戸
F
H
H
H

己】
A
W
E
コ記】
N-m
一円。国内四千

百
0
2
5
5
骨
門
戸
〈
m
一
"
は
、
恰
も
此
の
問
題
を
扱
っ
て
ゐ
る
e

以

F
、
此
の
論
文
を
骨
子
と
し
て
副
に
〈
問
自
σヨ
n
N
-
K
H
円

5
2
r自

E
S
S
E
E
S
-市
開
晶

E-4〈
MWERE唱
ロ
昌
弘
を
品
世
間
し
て
岡
市

場
最
泣
の
恥
勢
を
遮
べ
て
且
ゃ
う
。

英
闘
は
賊
洲
大
戦
師
、
資
本
輪
向
の
代
表
闘
で
あ
っ
て
、
共

中
心
地
た
る
倫
敷
は
、
図
際
資
本
の
中
心
市
場
・
と
し
て
の
覇
植

を
掌
握
し
て
ゐ
た
o
ベ
イ
む
ユ
民
に
依
る
主
、
一
九

O
丸
年
末

の
英
閣
の
封
外
投
資
綿
額
は
、
約
三
寸
億
磁
占
評
憤
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

地
が
、
世
界
大
戦
虻
よ
っ
て
倫
敦
市
場
は
犬
に
動
格
し
‘
資

本
力
も
減
退
し
て
、
途
に
英
凶
は
、
会
私
の
費
金
を
和
育
市
場

忙
仰
が
ざ
る
を
得
た
く
た
り
、
従
て
封
米
関
係
に
於
て
、
殿
前

の
債
棟
図
も
A
7
や
債
務
岡
止
た
っ
た
。
最
近
の
倫
敦
安
本
市
場

を
設
則
す
る
勉
め
に
、
第
一
表
を
抑
制
げ
る
。

第
一
去
、
最
近
英
闘
に
於
け
る
新
開
帯
設
行
商

(
P
O
S
E
M【
制
官
V
(
車
世
有
高
碕
)

雑

録

艇
育
、
倫
敦
岡
安
本
市
場
の
争
覇

一九一=一↑

-
九
二
四
一

一主主

一
九
二
六
一

間
内
田
昭
和

U
U
一

，
一
百
五
一

一二九一

;~ 

英
納
品川制

王三空主協同
阿」至7凡|トl畿
八六二川剛l

一τ7二円行
。七二六回

三←主主」二1_1
純

計

一
九
七

ニ
O
丸

一一
4

一二一

一一一一一一

右
衣
H
依
れ
ば
.

一
九
二
五
年
度

及
び
一
九
二
六
年
度
白

護
行
総
矧
は
、
共
前
年
の
一
九
て
四
年
に
比
し
て
増
加
し
て
ゐ

る
が
、
此
れ
は
、
内
地
に
於
け
る
般
家
需
裂
の
増
加
し
た
矯
め

で
あ
っ
て
、
針
外
渡
行
は
、
反
っ
て
減
少
し
て
ゐ
る
。
但
し
、

一
九
二
五
年
の
封
外
蛮
行
額
僅
か
に
七
千
七
百
高
時
聞
に
過
が
し
な

い
の
は
、
同
年
四
月
、
金
本
債
復
師
に
首
り
て
、
金
白
波
出
世

防

P
一
時
的
針
策
と
し
て
、
従
前
円
外
債
抑
制
主
一
府
厳
重
に

働
行

L
た
に
基
づ
く
。
と
の
外
債
抑
制
も
、
同
年
十
一
月
一
二
日

花
軍
り
て
や
っ
止
撤
隣
さ
れ
、
名
寅
共
に
金
本
位
に
復
蹄
し
た

の
で
あ
る
か
ら
、
之
れ
を
例
外
在
す
る
o

更
に
之
れ
を
、
馳
前

の
一
丸
一
三
年
に
於
け
る
外
岡
新
静
岡
山
事
費
行
額
、
千
六
白
十
高

田
町
民
比
し
、
大
-
な
る
減
少
で
あ
る
。
品
川
外
岡
崎
恭
議
行
中
、

英
領
植
民
地
へ
の
新
費
行
が
、
議
年
減
少
し
て
ゐ
る
事
は
、
詰

第
二
十
六
巻
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雑

面t
Y智

倫
教
嗣
読
本
市
場
自
害
調

錐

H
す
べ
き
現
拍
車
官
.

と
は
.
英
制
他
民
地
の
続
得
需
要
の
減
退

に
法
づ
く
も
の
で
は
な
く
.
常
時
倫
敦
市
場
は
.
投
資
能
力
に

降
り
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
丸
二
七
年
に
於
け
る
倫
敦
市
場
白
欣
況
は
、
尖
に
掲
げ
る

第
二
表

ρ不
す
が
如
く
で
あ
る
。

第
二
去
、
英
国
一
九
-
一
七
年
上
中
期
新
配
務
時
四
和
両

(
出
向
且
再
開
者
)
(
臼
早
位
百
寓
稽
)

但
英
訳
は

-
o
=
二
=
一
λ

一

七
-
一
三
五
一

一
六
三
一
三
ニ
一

豆
七
一
三
二
一

ム二三三L同

}
丸
コ
ヒ
一

上
平
期
一

一
九
一
一
二

L
Z
宇

m

-
九
二
Z
A一

t
i一

一
九
=
型

上
市
糊

ダト

告

年

内

一六=一
一
三
五

ニ
O
七

-
二
七

は

一
丸
二
七
年
上
半
期
の
新
首
券
費
行
総
舗
に
於
て

一
九
二
六
年
度
よ
り
も
増
加
し
て
ゐ
る
が
、
己
れ
は
・
金

即
ち
、

〈
内
図
債
の
増
加
の
矯
め
で
あ
っ
て
、
外
周
償
費
行
(
英
領
植

民
地

E
合
む
)
は
、
前
年
度
よ
り
約
三
百
寓
磁
の
減
少
と
た
る
。

然
る
に
、
上
宇
明
か
ら
下
半
期
へ
白
稗
換
期
に
於

τ、
一
時

倫
敦
市
場
は
、
困
際
的
に
非
常
在
活
掴
を
悲
し
た
。
例
へ
ば
、

第
二
十
六
巻

節

税

四
六

三
七
O

エ
ス
ト
ラ

Y
F
七
分
利
附
閥
際
公
債
五
十
寓
傍
・
ギ
リ
シ
ャ
七

介
利
附
措
保
附
櫨
券
・
及
び
ダ
Y

チ
ツ
ヒ
六
分
利
附
煙
草
根
券

が
倫
敬
市
場
に
募
集
さ
れ
た
時
・
何
れ
も
数
倍
の
申
込
が
あ
っ

た
。
同
時
に
、
凋
唱
団
新
募
債
の
一
部
も
‘
岡
市
場
に
於
て
夜
行

さ
れ
ん
と
じ
て
ゐ
た
。
然
し
、
此
の
盛
況
は
只
一
時
的
現
象
に

計

過
ぎ
十
、
倫
敦
市
場
に
投
資
力
の
無
く
た
っ
た
事
が
、
其
筏
聞

も
た
く
官
位
さ
れ
た
。
車
し
、
岡
市
場
に
於
て
都
合
よ
〈
募
入

さ
れ
た
外
閥
償
は
、
図
際
聯
盟
の
保
献
に
か
a
A

る
、
二
=
万
謹

券
に
過

f4yし
τ、
フ
ヰ
ン
ラ
ン
ド
、
及
び
ザ
タ
セ
Y
自
由
困

債
等
白
隠
募
成
績
は
、
大
し
た
功
果
を
場
げ
た
か
っ
た
の
で
あ

一
方
に
於
て
、
英
国
一
般
巨
費
金
が

る
。
共
理
由
と
し
て
は
、

依
乏
し
.
倫
敦
市
場
に
於
け
る
投
費
力
が
無
く
な
っ
た
事
&

他
方
に
於
て
、
共
等
賞
行
物
が
、
貿
千
側
に
取
っ
て
よ
い
保
件

で
・
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
特

ι、
此
の
事
は
、
ベ
ル
リ
y
市

償
強
行
の
際
、
明
瞭

ι現
は
れ
た
白
で
あ
っ
て
、
爾
後
、
倫
敦

市
場
は
、
暫
ら
く
の
休
養
主
必
要
・
と
し
た
の
で
あ
る
。

倫
敦
資
本
市
場
の
斯
く
の
如
き
醐
型
化
在
、
全
然
正
反
掛
在
製

. .-_'_'ily. 



化
を
途
げ
た
白
は
、
紐
育
費
木
市
場
で
あ
る
。
職
前
.
紐
宵
市

場
比
於
け
る
強
行
物
は
、
殆
ん

E
内
債
に
限
ら
れ
、
他
方
欧
洲

特
に
英
闘
か
ら
、
英
大
抵
資
金
の
融
通
を
受
け
て
ゐ
た
の
で
あ

，-， 

し 岡
、n暗

内事長
tζ 

英投
随ぜ
のら
投れ
資た
は欧
三洲
十費
三本
f章 は
弟
徐約
it:五一
占十九
め二一
て億 O
ゐ曲年
た W 末
" tc "Ii-: 

達米

っ
て
、
ベ
イ
シ
ユ
氏
の
評
偵
K
よ
る
と
、

M
F
 

m
Hい川

錐

証
育
、
愉
弦
間
設
本
市
場
内
事
覇

庖
が
、
大
戦
開
始
以
来
始
め
て
紐
育
資
本
市
場
は
、
困
際
的

忙
折
闘
を
開
始
し
・
外
固
に
あ
る
多
額
の
米
岡
有
償
問
舞
を
買

J

戻
し
た
の
み
左
ら
宇
、
更
に
莫
大
た
費
金
宜
、
欧
洲
諸
闘
に
融

過
し
た
の
で
あ
る
。

然
ら
は
、
組
育
市
場
の
最
近
白
山
肌
勢
如
何
・
と
い
ふ
に
、

後
、
米
岡
に
於
け
る
新
設
券
議
行
は
、
・
次
の
如
く
漸
増
の
傾
向

を
呈
し
、

一
九
二
六
年
皮
の
議
行
掛
額
は
、
六
十
四
億
弗
に
建

し
た
。

第
三
謀
、
米
凶
に
於
け
る
新
稚
非
遊
行
問
(
円
V
E
E己
刊
誌
調
査
」

一
九
ニ
三
年

一
九
二
四
年

一
丸
二
五
年

一
九
一
一
六
年

回、一-一
O
四百島

豆
、
一
九
九
三

大
J
一
一
六

六
、
岡

0
0

雑

職

次
に
、
最
近
米
岡
市
場
に
於
て
公
募
さ
れ
た
外
岡
讃
探
強
行
主

米
岡
商
務
省
品
開
表
に
基
垂
示
せ
ば
弐
の
加
〈
で
あ
る
。

闘
商
元
金
一

E
A
F
一

一丸一一一一

A
一一
λ

一

門前
E
V

一

-

〕九日
k
p一
四
九
六
↑

}
九
-
士

mE

一J
二
O

一

一
九
二
一
主
一
一
、
ニ
七
五
一

一
丸
二
六
一
一
、
=
二
九
一

円

前

正

ど

』

年

替
一
純
嗣
面
刑
制
一
・
費
行
件
量

一

地

-

一

ぇ

ゴ

A
ニ
一
回
一
四
一

三
三
一
二

λ
七
λ

一

ニ
四
四
一
て
o
=
ニ
一

一
λ
四
一
一
、
一
三
五
一

借

-EO七三
四二三三大

米
闘
は
、
世
界
犬
山
明
に
英
犬
な
費
本
を
融
通
し
た
の
み
な
ら

・
?
、
職
後
、
欧
洲
の
復
興
、
説
中
米
園
副
大
統
領
F
1
ズ
民
に

よ
り
て
提
川
さ
れ
た
所
謂
ド
1
1
業
が
、
一
丸
二
四
年
九
月
に

可
決
さ
れ
た
結
果
、
凋
逸
の
復
興
を
可
能
た
ら
し
め
た
の
で
あ

る
。
斯
く
て
、

は

一
丸
二
四
年
度
よ
旬
-
激
増
し
た
外
園
程
表
遊
行

一
九
二
六
年
末
に
は
、
職
償
問
越
の
一
段
落
主
相
侠
つ

て
、
十
三
億
千
九
百
高
弗
K
達
し
た
。

此
白
一
九
二
六
年
中
白
米
岡
市
場
に
八
公
募
さ
れ
た
外
岡
償

を
、
米
同
商
務
省
愛
表
に
基
き
地
方
別
に
ず
れ
ば
、
衣
表
の
如

〈
で
あ
る
。

第
二
十
六
巻
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七

第
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七

一-
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一
米
岡
人
山
臨
募
『
輩
闘
人
に
劃
す
一
新
規
貸
付

一
せ
る
制
面
糊
額
一
る
惜
替
見
杭
額
一
見
積
線
餌

h
a弗

l
l副
刷
刷

1
1
1
1叶
則
耐

謂

謹

=

一

C

}

耳

=

苅

ホ

其

他

欧

訓

楠

岡

ニ

一

一

一

二

一

九

九

加

奈

陀

二

九

七

五

A

二一一
A

9

伽

四

五

九

一

O
回

=

一

五

五

車

M

r

二

|

|

」

一

一

ニ

居

地

一

九

五

一

回一

、

=

二

九

一

λ

四
一
、
一
=
一
五

録

軸

酷
宵
、
倫
敦
山
安
本
市
場
合
事
制

がト
(
f

常
時
.
米
凶
政
府
は
、
仰
図
を
し
て

一
九
二
六
年
同
月
下

勧
に
締
結
し
た
氷
州
戦
時
間
協
約
E
、
批
准
せ
し
め
ん
が
活
め
、

冒f
飼

賞
施
以
来
漸
増
し
、

米
岡
市
場
k
於
て
稜
行
さ
れ
た
狐
識
経
採
は
、
ド
ー
ズ
案
の

一
丸
二
六
年
K
は
、
遜
に
コ
一
億
弗
を
突
破

し
て
米
闘
に
於
け
る
最
高
の
起
債
闘
で
あ
っ
た
。
底
が
、

二
-
ム
八
年
末
凶
か
ら
、
調
謹
は
・
資
金
主
主
に
園
内
に
於
て
調
簿

一
九

L
初
め
た
結
果

組
育
市
坊
の
針
澗
逸
放
資
は
撤
械
し
、

紐
育
市
場
忙
於
け
る
外
園
新
説
察
強
行
の
六
十

二
七
年
一
月

五
%
は

ラ
テ
ン
距
米
利
加
に
属
し
て
ゐ
た
。
米
関
資
本
輸
出

先
の
斯
く
の
如
き
硬
化
は
、
向
日
す
べ
き
現
象
で
あ
る
。

第
二
十
六
巷

七

熔

輯

四
λ 

制
到
帥
投
資
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
命
じ
て
ゐ
た
が
、
ウ
オ
ー
ル
街
の

大
銀
行
業
者
は
、
此
の
訓
令
を
無
脱
し
て
、
瑞
四
千
和
一
闘
に
於

聞を
宇藍 m 
t己主活
雪量 L 
1.1" た
ず 事1

事米
を園

の
蹴 'IR
1ii~ fj 
し由ミ

た
か悌
ら ね
で 1暗

号番
。fj

に
掛
し
亡

て
強
行
さ
れ
た
仰
醐
四
誼
車
悼
の
多
舗
を
引
受
け
た
の
で
あ
る
。

査
し
米
国
政
府
は
、
ウ
オ
ー
ル
衛
か
ら
の
此
訓
令
停
止
の
請
願

米
関
資
本
力
が
、
英
領
植
民
地
た
る
加
奈
陀
ヘ
侵
入
す
る
度

の
往
々
盛
ん
左
事
も
、
興
味
あ
る
開
局
で
あ
る
。
削
ち
、
一
九

ブL

一(
U
年
に
於
け
る
加
奈
陀
能
晶
体
護

υ鳩
額
の
八
十
一
%
以
上

が
、
倫
敦
に
て
募
集
さ
れ
、
加
奈
陀
内
地
で
の
募
集
は
、
十
七

%
、
合
衆
閣
に
於
け
る
蛮
行
は
、
僅
か
.
、
五
%
に
過
ぎ
な
か
っ

た
の
に
、
一
九
二
六
年
に
於
て
英
図
で
の
募
集
は
、
同
年
議
行

額
の
二
%
を
山
で
守
、
加
奈
陀
内
地
で
の
設
行
ば
‘
約
五
十
%

に
増
加
し
、
米
闘
に
於
て
の
護
行
制
も
.
ほ
ピ
共
れ
占
同
額

で
、
二
億
六
千
九
百
高
弗
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
右
に
よ
っ
て

明
か
な
る
如
く
、
大
戦
以
来
、
英
米
の
釘
加
奈
陀
放
資
の
地
位

が
顕
倒
し
、
且
つ
加
奈
陀
の
資
本
力
も
、
次
第
江
増
大
し
て
、

現
今
で
は
、
説
家
護
行
の
宇
額
以
上
主
、
内
地
で
募
集
し
得
る

.' .吋吋司"



勢
で
あ
る
。

一
九
二
七
年
上
前
半
期
白
米
闇
市
場
に
於
け
る
外
周
新
桂
昌
持

盛
行
高
は
、
約
三
億
七
千
八
百
鳶
弗
忙
上
旬
之
れ
が
仕
向
先
を

考
へ
る
と
、
共
内
、
ラ
テ
ン
盟
米
利
加
へ
の
輸
出
が
最
高
(
約

一
九
二
六
年
迄
第
一
位
で
あ
っ
た

一
億
阿
千
二
百
寓
弗
〉
で
、

欧
洲
主
、
温
か
に
凌
駕
し
て
ゐ
る
ο

iC .'1 

昨
年
五
月
は
、
内
因
債
の
み
た
ら
や
外
因
償
費
行
額
何
れ

も
、
新
記
録
を
作
り
、
同
月
の
種
行
額
雨
者
合
せ
て
、
約
七
億

三
千
七
百
高
弗
に
上
っ
た
。

然
る
に
、
七
月
に
入
り
で
は
、
二
三
大
銀
行
の
手
控
に
よ
っ

て
閃
市
場
白
成
絞
は
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
が
、
己
れ
は
、
米

図
資
本
カ
ル
減
退
に
基
づ
く
も
の
で
は
た
く
て
、
八
月
に
在
れ

ば
外
図
特
に
仰
蘭
西
か
ら
E
額
な
資
金
の
需
要
が
あ
ら
う
止
の

暗
闇
想
の
下
に
得
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、

政
府
の
許

可
さ
へ
あ
ら
ば
、
米
図
。
多
く
の
銀
行
A
ぴ
金
融
業
者
は
之
れ

に
臆
ぜ
ん

F
待
ち
構
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

米
闘
は
向
、
資
源
の
県
富
な
錫
四
直
に
封
し
で
も
、
投
資
の

機
曾
を
狙
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
世
界
の
現
状
h
ら
推
察
す

雑

時

紐
宵
.
倫
敦
用
費
本
市
場
自
争
覇

る
之
、
英
米
雨
資
本
の
競
争
は
、
牌
来
此
の
一
蕗
西
亜
を
舞
塞
と

し
て
職
は
れ
る
に
ち
が
ひ
一
泣
い
。
査
し
、
英
米
の
図
際
資
本
市

場
に
於
け
る
争
覇
は
、
次
第
に
盛
ん
に
し
て
、
昨
年
七
月
末
、

紐
育
か
ら
の
報
告
に
依
る
占
、
倫
敦
白
銀
行
は
、
純
育
資
本
市

場
を
抑
蹴
出
せ
ん
£
.
盛
ん
に
努
力
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
し
、

現
に
最
近
ベ
ル

p
v
新
市
債
の
護
行
忙
際
し
て
、
其
れ
が
川
瞭

忙
現
は
れ
た
の
守
あ
る
。

ーーー

米
岡
最
近
の
経
済
上
の
念
激
た
護
展
は
、
欧
洲
、
特
忙
英
図

上
り

E
額
た
資
本
を
輸
入
し
た
御
蔭
で
あ
っ
て
、
米
国
の
図
富

一
八
六

O
年
に

を
見
る
と
、

百
六
十
一
億
弗
で
あ
っ
た
も
の

古t

一
九
二
二
年
に
は
、
一
二
千
二
百
十
億
弗
に
、
約
二
十
倍
に

増
加
し
た
の
で
あ
っ
て
、
之
れ
を
英
州
一
同
図
に
比
較
す
る
と
、

同
期
聞
に
、
英
園
の
岡
宮
は
約
三
倍
、
仰
繭
聞
は
約
二
倍
強
の

増
加
忙
過
ぎ
な
い
。
世
界
に
於
け
る
斯
く
の
如
吉
富
の
分
布
の

蜘
型
化
が
掠
、
図
際
資
本
市
場
へ
の
嬰
化
E
引
越
す
事
は
、
首
然

の
理
で
あ
る
。

さ
て
然
ら
ぱ
、
紐
育
は
最
近
、
岡
際
資
本
市
場
主
し
て
の
覇

隼
二
十
六
巻

一
=
士
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四
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雑

鍛

組
育
、
倫
敢
闘
費
本
市
場
の
争
制

構
在
、
掌
握
し
た
か
止
い
ム
問
題
が
起
っ
て
〈
る
。
此
の
問
題

位
、
和
育
取
引
所
総
裁
の
消
極
的
主
張
も
あ
り
、
随
A
T
議
論
の

飴
地
あ
り
'
と
岡
山
ム
自
で
あ
る
が
、
少
た
く
と
も
米
閣
の
資
本
力

は
、
弐
第
に
増
大
し
、
外
闘
の
経
済
領
域
忙
勢
力
主
進
展
し
つ

k

あ
り
主
い
品
事
だ
け
は
、
否
定
出
来
た
い
で
あ
ら
号
。

rv a 

年
の
如
在
、
そ
が
炭
抗
争
議
の
結
果
占
し
て
常
然
の
現
象
ん
ど
は

い
で
倫
一
九
二
五
年
度
に
比
し
て
、
六
千
六
百
高
傍
白
並
調

向
、
米
岡
政
府
白
調
査
に
依
り
、
外
国
虻
投
ぜ
ら
れ
る
米
国

の
資
本
は
、
米
闘
の
困
富
の
培
加
に
比
し
て
、
共
率
は
、
事
ろ

減
少
し
て
ゐ
る
。
従
て
米
凶
が
、
近
時
過
度
の
資
本
輪
出
を
錨

す
と
の
疑
問
聞
は
、
寛
際
に
は
何

ι根
械
の
無
い
事
が
謹
明
ヌ
一
れ

た
。
之
れ
忙
依
っ
て
紐
育
市
場
の
新
競
務
畿
行
は
、
再
び
招
集

を
呈
し
、
外
図
誼
券
設
行
も
多
額
に
上
り
つ
t
A

あ
る
り
で
あ

る。
最
近
に
於
け
る
英
周
囲
際
貸
借
は
、
次
表
に
一
軍
す
如
く
、
差

引
受
取
超
過
額
、
即
ち
劃
外
投
資
に
使
用
し
得
ベ
き
所
得
は
、

職
前
(
例
へ
ば
、

億
八
千
百
高
砂
)
に
比
し
て
、
其
の
減
少
著
し
く
、

一
九
一
=
一
年
度
の
差
引
受
取
超
過
額
はjL 

~ ノ、

第
二
十
六
巻

三
七
四

第

犠

第
式
表
、
最
誌
に
於
吋
る
英
闘
岡
際
貸
借

(
英
園
前
務
省
設
表
)
(
皐
位
百
高
穆
)

日
国
王
ニ
h

t
 

副
到

-玉
O

五回

三
四
九

一
回

O
一エ
O

六

O
一
五

而
し
て
、

此
の
岡
際
貸
借
に
於
け
る
受
取
建
額
佐
、
封
外
投
資

五

の
一
有
力
た
財
源
に
他
た
ら
ぬ
か
ら
、
最
近
英
図
に
於
け
る
封

外
投
資
の
減
少
は
、
寧
ろ
営
然
の
事
k
思
ム
の
で
あ
る
。

で
、
若
干
の
支
掛
超
過
を
呈
し
て
ゐ
る
。

描

要

商
品
具
地
金
輸
入
超
過
蜘

政
府
勘
定
梅
外
支
抑
超
過
額

他
方
、
米
闘
に
於
け
る
最
近
の
貿
易
欣
況
を
見
る
止
、
出
超

舗
は
漸
減
の
傾
向
を
辿
っ
て
ゐ
る
が
、
と
れ
は
輸
入
の
増
加
に

計

海

運

諜

純

牧

入

見

積

領

海
外
投
資
純
枚
入
見
蹴
額

短
期
利
子
且
手
勘
料
収
入
凡
積
額

其

他

雑

軟

入

見

積

顧

計lJm十
ν

《
土

差
引
受
取
又
位
支
抑
超
過
闘

• 
司'' 
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基
づ
く
の
で
あ
っ

τ、
何
故
輸
入
額
が
、
斯
く
の
如
〈
増
加
し

た
か
と
一
耳
へ
ば
、
最
近

ι於
け
る
圏
内
の
般
盛
と
封
外
債
櫛
牧

入
の
増
加
に
因
る
白
で
あ
る
。
ヒ
ル
シ
ユ
較
授
の
評
備
に
依
れ

ば
、
近
時
米
闘
に
於
け
る
資
本
の
蓄
積
は
、
年
々
六
七
十
億
弗

に
達
す
る
占
の
事
で
あ
り
、
向
、
米
閣
の
金
の
保
有
高
は
、

九
二
五
年
一
月
一
日
現
在
、

仰
十
五
億
弗
忙
建
し
、
正
に
全
世

田
仲
の
官
の
年
以
上
昔
、

一
闘
で
山
め
て
ゐ
る
有
様
で
あ
る
か

ら
、
金
の
膨
眠
か
ら
Z
E
れ
る
矯
め
に
も
、

H
又
、
輸
出
貿
易
の

護
国
民
上
か
ら
一
再
っ
て
も
、
職
川
貿
易
の
先
場
者
た
る
資
本
輸
出

に
力
b
z
謹
さ
・
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。

む
時
紐
育
資
本
市
場
の
国
際
的
致
辰
は
、
以
上
の
如
〈
で
あ

る
が
、
岡
際
費
本
市
場
の
巾
心
が
、
耐
聞
に
倫
設
か
ら
粧
宵
比
移

っ
た
止
は
、
未
だ
信
宇
る
事
は
出
来
な
い
。
尤
も
、
現
在
紳
宵

市
場
氏
於
け
る
利
子
歩
合
が
、
倫
敦
よ
り
低
位
に
あ
る
事
は
、

米
闘
に
取
つ
で
利
益
で
は
あ
る
が
共
れ
に
も
拘
ら
宇
、
組
育
を

制
…
僚
件
忙
世
界
取
引
所
止
し
て
維
持
せ
ん
止
の
米
岡
人
の

d

労
力

に
は
、
一
一
つ
の
軍
大
な
障
害
が
あ
る
。
共
一
は
、
米
園
に
は
引

樟

鍛

野
菜
軟
骨
酎
殺
の
改
正
法
案

崎
被
闘
が
未
だ
充
分
に
登
山
起
し
て
ゐ
左
い
事
で
い
'
他
は
い
米
一
闘

の
銀
行
制
度
及
び
取
引
所
制
度
を
定
む
る
法
規
が
、
各
州
に
於

て
別
々
で
あ
る
占
い
ム
事
で
あ
る
。
然
し
危
が
ら
、
米
闘
の
現

紋
か
ら
観
察
す
れ
ば
、
紐
育
資
杢
市
場
の
勝
山
部
は
、
毎
々
多
帥
草

で
あ
る
と
信
守
る
の
で
あ
る
。


